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意味範疇の文法性判断への関与について  

―事象関連電位を用いた実験言語学的研究― *
 

 

井本 亮 † ・福盛 貴弘 † †  

 

【 要 旨 】 本 稿 で は 意 味 範 疇 が 文 の 文 法 性 に 関 与 す る こ と に つ い て 、

有 生 性 、 特 に ヒ ト 名 詞 を 特 徴 づ け る 意 味 範 疇 ［ ±人 間 ］ を 取 り 上

げ 、 事 象 関 連 電 位 （ E R P） に よ る 実 験 言 語 学 的 方 法 に も と づ い て

検 証 を 行 っ た 。2 0 名 の 被 験 者 で 視 覚 刺 激 に よ る 実 験 を 行 っ た 結 果 、

［ － 人 間 ］ の 特 徴 を 持 っ た 意 味 的 逸 脱 に 対 し て 、 1 2 名 の 被 験 者 か

ら N 4 0 0 と 呼 ば れ る 意 味 的 逸 脱 に 関 わ る 成 分 を 検 出 し た 。 本 稿 の

実 験 結 果 か ら 有 生 性 が 文 の 文 法 性 に 関 与 す る 意 味 的 制 約 と し て 機

能 し て い る こ と が 脳 科 学 的 実 在 と し て 確 認 さ れ た 。 同 時 に 、 こ の

結 果 は 有 生 性 が 単 純 な 二 値 的 対 立 で は な く［ ＋ 人 間 ］が［ － 人 間 ］

に 対 し て 優 勢 的 で あ る と い う 非 対 称 性 を も っ て 文 法 性 判 断 に 関 与

し て い る こ と を 示 唆 し て い る 。  

 

キ ー ワ ー ド：  意 味 範 疇 、有 生 性 、［ ±人 間 ］、事 象 関 連 電 位 、N 4 0 0  

 

1 . はじめに  

1 . 1 . 本 稿 の 目 的  

本 稿 の 目 的 は 、 意 味 論 的 概 念 で あ る 意 味 範 疇 （ s e ma n t i c  c a t e g o r y） が 日 本 語

の 文 法 性 に 関 与 す る こ と を 実 験 言 語 学 的 方 法 に よ っ て 実 証 す る こ と で あ る 。 統

語 的 要 因 と 違 い 、 意 味 範 疇 が 文 法 性 判 断 に 関 与 し て い る こ と は 非 明 示 的 な 内 省

判 断 で し か 確 認 で き な い 1。そ こ で 、こ れ を 実 証 す る 方 法 と し て 、実 験 言 語 学 的

                                                        
* 本 稿 は 現 代 日 本 語 文 法 研 究 会 の 日 本 語 文 法 脳 機 能 研 究 部 会 の メ ン バ ー お よ び 他 数 名

の 協 力 者 が 参 加 し た 。 技 術 面 の サ ポ ー ト は 半 田 達 郎 氏 が 、 刺 激 文 作 成 に つ い て は 井 本 を

中 心 と し て 阿 部 二 郎 氏 ・ 石 田 尊 氏 ・ 川 野 靖 子 氏 ・ 冨 樫 純 一 氏 ・ 福 嶋 健 伸 氏 ・ 茂 木 俊 伸 氏

が 、 実 験 助 手 と し て 半 田 達 郎 氏 ・ 桐 越 舞 氏 が 関 わ っ た 。 城 生 佰 太 郎 氏 に は 、 器 材 使 用 の

許 可 を 得 た こ と に 対 し 謝 意 を 表 す る 。 な お 、 当 該 実 験 の 中 間 報 告 は 福 盛 （ 2 0 0 6 b） で 示 さ

れ て い る が 、 本 稿 で は 被 験 者 を 増 や し て 考 察 が 新 た な も の と な っ て い る 。 ま た 、 本 稿 は

日 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 費 補 助 金 若 手 研 究 （ B）「 副 詞 的 修 飾 に お け る 意 味 強 制 に 関 す る

記 述 的 研 究 （ 課 題 番 号 ： 2 0 7 2 0 11 8、 研 究 代 表 者 ： 井 本 亮 ）」 お よ び 「 平 成 1 9 年 度 大 東 文

化 大 学 特 別 研 究 費 （ 研 究 代 表 者 ： 福 盛 貴 弘 ）」 に お け る 研 究 成 果 の 一 部 で あ る 。  
†福 島 大 学 経 済 経 営 学 類  
† †大 東 文 化 大 学 外 国 語 学 部  
1 た と え ば 次 の よ う な 例 が 非 文 法 的 で あ る こ と は 内 省 に よ る 意 味 解 釈 で し か 判 断 で き

な い 。  
( i )  *  太 郎 が 学 校 に 到 着 し 始 め た 。 （ 井 本 2 0 0 1： 5 7 ( 2 6 a )）  
( i i )  *  太 郎 は 新 幹 線 で 京 都 に 3 日 間 行 っ た 。（ 岩 本 2 0 0 8： 7 7 ( 8 9 b )）  
( i )で は 述 部 が 表 す 多 回 的 限 界 事 象 に 要 求 さ れ る 複 数 の 行 為 者 と い う 意 味 的 条 件 と 「 太

郎 」 が 不 整 合 を 起 こ し て い る 。 ( i i )で は 「 新 幹 線 で 」 と 「 京 都 に 3 日 間 」 が ア ス ペ ク ト 解

釈 に お い て 不 整 合 を 起 こ し て い る た め 両 者 は 一 文 内 に 共 起 し な い 。  
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方 法 論 の 導 入 が 動 機 づ け ら れ る こ と に な る 。 文 の 文 法 性 に 関 与 す る 意 味 的 要 因

が 文 法 論 的 仮 構 物 で は な く 脳 科 学 的 に 実 在 す る も の で あ る こ と を 検 証 し よ う と

し た 試 み は 管 見 の か ぎ り ま だ 見 ら れ な い 2。文 法 性 に 関 わ る 意 味 範 疇 と し て は 数

性 や 語 彙 的 ア ス ペ ク ト な ど が あ る が 、 本 稿 で は 有 生 性 を 取 り 上 げ る 3。  

日 本 語 の 文 法 性 に 関 わ る 意 味 範 疇 と し て の 有 生 性 に つ い て は 、 存 在 動 詞 「 い る

／ あ る 」の 選 択 が 直 ち に 想 起 さ れ る が 、「 い る ／ あ る 」が つ ね に 有 生 性 と い う 観

点 か ら 対 立 し て い る わ け で は な い こ と が 先 行 研 究 に よ っ て 明 ら か に さ れ て い る

（ 金 水 2 0 0 6 4）。他 に も 受 動 文 に お け る 有 生 性 制 約（ 金 水 1 9 9 1、石 田 2 0 0 3）な ど

が あ る 。次 の ( 1 ) ( 2 )は 受 動 文 の 有 生 性 に 関 す る 意 味 制 約 お よ び 文 法 的 許 容 度 の 差

で あ る 。  

 

( 1 )  受 動 文 に お け る 人 格 的 役 割 の 分 布 制 約  （ 金 水 1 9 9 1）  

非 人 格 的 役 割 を 担 う 名 詞 句 が 受 動 文 の 新 主 語 で あ る と き 、 人 格 的 役 割

を 担 う 旧 主 語 を ニ 格 で 表 示 し て は い け な い 。  

( 2 )  a .   健 太 が 涼 子 に 殴 ら れ た   

   b .   ボ ー ル が 波 に 流 さ れ た   

   c .  *  ボ ー ル が 涼 子 に 蹴 ら れ た   

                                              （ 石 田 2 0 0 3：1 2 0 ( 7 )） 

 

 ( 1 )の 「 人 格 的 役 割 」 は 有 生 性 、 す な わ ち 意 味 範 疇 と し て の 有 生 性 ［ ±有 生 ］

を 前 提 と し て い る 。 同 時 に 、 ( 2 c )の 非 文 法 性 は 名 詞 句 の 意 味 的 性 質 の み に よ る

も の で 、非 人 格 的 役 割 、つ ま り［ － 有 生（ 無 生 ）］の「 ボ ー ル 」が 受 動 文 の 新 主

語 で あ る と き 、旧 主 語 の 二 格 句 は［ ＋ 有 生 ］で あ っ て は な ら な い 。こ の よ う に 、

有 生 性 は 文 の 文 法 性 に お け る 関 与 す る 意 味 的 制 約 の 構 成 概 念 と し て 用 い ら れ て

い る が 、 本 稿 は 有 生 性 が 文 法 性 に 関 与 す る こ と が 文 法 論 上 で 仮 構 さ れ た 理 論 装

置 で は な く 、 実 験 言 語 学 的 方 法 に よ っ て 実 証 さ れ る こ と を 示 す も の で あ る 。  

  

1 . 2 . 実 験 言 語 学 的 方 法 論 に つ い て  

 本 稿 で は 事 象 関 連 電 位 の 中 で 意 味 的 逸 脱 に 対 し て 反 応 を 示 す N 4 0 0 成 分 を 援

用 す る 。N 4 0 0 は 、日 本 認 知 学 会 編（ 2 0 0 2：7 2）で は 次 の よ う に 説 明 さ れ て い る 。  

 

( 3 )  事 象 関 連 電 位 （ E R P） の 内 因 性 成 分 。 刺 激 後 約 4 0 0 ms で 頂 点 に 達 す る

陰 性 電 位 で 、 頭 皮 上 の 頭 頂 ・ 中 心 部 に 優 勢 に 分 布 す る 。 刺 激 の 物 理 的

な 特 性 に は 応 答 せ ず 、 典 型 的 に は 、 文 を 構 成 す る 単 語 の 意 味 的 な 文 脈

不 整 合 （ 逸 脱 ） に よ っ て 惹 起 さ れ 、 そ の 逸 脱 度 に 応 じ て 振 幅 が 増 減 す

る 5。  

                                                        
2有 生 性 に 関 す る 実 験 言 語 学 的 研 究 と し て は 村 岡 他 （ 2 0 0 5） や 坂 本 ・ 吉 永 （ 2 0 0 6） な ど

が あ る が 、 こ れ ら は 有 生 性 の 文 法 性 へ の 関 与 を 検 証 す る と い う も の で は な い 。  
3 な お 、 こ こ で い う 有 生 性 は 言 語 学 一 般 に 規 定 さ れ て い る 文 法 範 疇 と し て の 有 生 性

（ A n i m a c y） を 射 程 に し て い る も の で は な く 、 日 本 語 の 言 語 現 象 に 発 現 し 、 日 本 語 文 法 論

に 関 わ る か ぎ り に お い て 捉 え ら れ る 意 味 的 概 念 と し て の そ れ で あ る 。  
4た と え ば 、 つ ぎ の よ う な 限 量 的 存 在 文 で は 「 い る ／ あ る 」 は 対 立 し な い 。  
( i )  授 業 中 に 寝 て い る 学 生 が ｛ い る ／ あ る ｝。 （ 金 水 2 0 0 6 : 1 4 ( 1 8 b )）  
5こ れ ま で の 実 験 の 報 告 結 果 で は 、 3 0 0 m s 台 ～ 5 0 0 m s 台 の 範 囲 に 頂 点 （ ピ ー ク 電 圧 ） が
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実 験 言 語 学 や 心 理 言 語 学 な ど の 分 野 で は 、 意 味 的 に 逸 脱 し た 単 語 を 文 の 最 後

に 挿 入 し た 視 覚 刺 激 に 対 し N 4 0 0 成 分 が 出 現 す る と し た K u t a s  a n d  H i l l y a r d

（ 1 9 8 0）を 嚆 矢 と す る 。以 降 、様 々 な 研 究 が 行 な わ れ て い る が 、意 味 範 疇 の 整 合

性 と い う 課 題 に 特 化 し た も の は み ら れ な い 。 本 稿 で は 、 意 味 範 疇 の 文 法 的 判 断

へ の 関 与 に つ い て 、 逸 脱 し た も の に N 4 0 0 成 分 が 出 現 す る か 否 か を 検 証 す る こ

と で 、 意 味 範 疇 の 「 脳 科 学 的 実 在 」 を 探 っ て い き た い と 考 え る 。  

 本 稿 は 、 有 生 性 の 実 在 を 検 証 す る 方 法 と し て 、 有 生 性 に 包 摂 さ れ る 意 味 範 疇

の 典 型 で あ る ［ ±人 間 ］ と い う 意 味 範 疇 を 持 つ 名 詞 に 焦 点 を 絞 り 、 こ れ に 対 す

る 意 味 的 逸 脱 に 対 応 し て N 4 0 0 が 出 現 す る か 否 か を 検 証 す る こ と を 目 的 と す る 。

直 接 ［ 有 生 ／ 無 生 ］ を 取 り 上 げ ず 、 包 摂 さ れ る ［ ±人 間 ］ と い う 範 疇 を 扱 う の

は 、前 述 し た よ う に 、「 い る ／ あ る 」に 見 ら れ る 有 生 性 の 対 立 を 検 証 す る の で は

な く 、 受 動 文 に お け る 有 生 性 制 約 の よ う な 、 人 格 的 役 割 と 定 義 さ れ た 有 生 性 の

概 念 が 文 法 性 判 断 に 関 与 し て い る こ と を 実 証 す る こ と が 主 た る 目 的 で あ る た め

で あ る 。そ し て 、特 に 、「 ～ タ ＋ 名 詞 」と い う 連 体 修 飾 節 に お い て 、主 名 詞 に［ －

人 間 ］の 意 味 範 疇 を 有 す る 名 詞 が 現 れ た 場 合 に 、「 意 味 的 逸 脱 に 対 す る 反 応 と し

て 、 N 4 0 0 の ピ ー ク 電 圧 が 相 対 的 に 大 き く な る 」 と い う 仮 説 6を 、 事 象 関 連 電 位

を 用 い た 実 験 言 語 学 的 手 法 で 検 証 す る こ と が 実 験 の 主 た る 目 的 と な る 。  

 

2 . 実験のための文法的問題  

 本 稿 は 有 生 性 に 関 わ る 意 味 範 疇 ［ ±人 間 ］ が 文 法 性 判 断 に 関 与 し て い る こ と

を 検 出 す る こ と を 目 指 す も の で あ る が 、 本 節 で は そ の た め の 刺 激 作 成 に 関 わ る

統 語 的 ・ 意 味 的 ・ 語 用 論 的 論 点 を 検 討 す る 。 実 験 言 語 学 的 方 法 を 採 る 論 考 で は

こ の よ う な 経 過 は 省 略 さ れ る の が 通 例 で あ る が 、 今 後 の こ の 分 野 で の 研 究 に お

い て 重 要 に な る 、 適 切 な 刺 激 の 作 成 と い う 論 点 に も 有 益 で あ る と 考 え た た め 、

以 下 に 紹 介 す る 7。  

 

2 . 1 . 統 語 的 性 質 に 関 わ る 問 題  

 先 行 研 究 で は 、刺 激 文 に 平 叙 文 が 用 い ら れ る こ と が 多 い が 、福 盛（ 2 0 0 6 a）が

慎 重 に 論 じ て い る よ う に 、 平 叙 文 で は 統 語 的 逸 脱 と 意 味 的 逸 脱 の 違 い が 判 断 で

き な い お そ れ が あ る 。 意 味 的 逸 脱 を 厳 密 に 検 証 す る た め に は 、 統 語 的 要 因 に よ

る 逸 脱 を 完 全 に 回 避 で き る 環 境 を 作 ら な け れ ば な ら な い 。ま た 、N 4 0 0 と い う 成

分 の 特 徴 か ら 、 逸 脱 が 予 測 さ れ る 刺 激 部 分 の 時 間 的 位 置 を 慎 重 に 設 定 し な け れ

ば な ら な い 。こ の よ う な 事 情 か ら ( 2 )の よ う な 受 動 文 の 例 を そ の ま ま 刺 激 に す る

                                                                                                                                                                                     
出 現 し て い る 。従 っ て 、そ の 範 囲 内 に 出 現 し た 逸 脱 反 応 を N 4 0 0 成 分 と し て 扱 っ て い る の

が 現 状 で あ る 。  
6意 味 的 逸 脱 で は な い も の で も N 4 0 0 は 出 現 す る 。 た だ し 、 相 対 的 な 電 圧 差 が あ り 、 意

味 的 逸 脱 を 含 む 刺 激 に 対 し て 、 N 4 0 0 の 電 圧 は 相 対 的 に 大 き く な る 。 G a z z a n i g a ,  I v r y  a n d  
M a n g u n  ( 2 0 0 2 )、 K u t a s  &  F e d e r m e i e r  ( 2 0 0 0 )参 照 。  

7 言 語 学 系 以 外 の 研 究 者 が 意 味 範 疇 （ カ テ ゴ リ ー ） を 扱 っ た 先 行 研 究 と し て は 例 え ば

K u t a s  a n d  I r a g u i ( 1 9 9 8 )、 佐 田 他 （ 2 0 0 1） な ど が あ る 。 K u t a s  a n d  I r a g u i は 、 単 語 同 士 が 同

じ カ テ ゴ リ ー に 属 す る か 否 か を 判 断 さ せ る 課 題 で あ る 。 佐 田 他 は 、 生 物 と 非 生 物 の 名 称

を 刺 激 と し て 用 い て い る が 、 そ こ で 分 か る の は 「 生 物 と 非 生 物 が 同 じ か 違 う か 」 と い う

こ と で あ る 。 い ず れ も 単 語 レ ベ ル の 語 彙 識 別 課 題 で 文 法 課 題 と し て は 成 立 し て い な い 問

題 点 が あ る 。 よ っ て 、 従 来 の 研 究 と は 単 純 に 比 べ に く い と い う 点 を 示 す た め に 、 刺 激 作

成 の 経 緯 を 示 し て い る 。  
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こ と は で き な い 。 さ ら に は 真 に タ ー ゲ ッ ト に な る 刺 激 は 一 例 を 調 べ れ ば よ い と

い う も の で は な く 、ダ ミ ー を 含 め て 多 数 の 刺 激 を 入 力 す る 必 要 が あ る た め 、「 い

る ／ あ る 」だ け を 刺 激 に す る こ と も で き な い 。正 確 な 実 験 結 果 を 得 る た め に は 、

文 法 研 究 で 用 い ら れ る よ う な 例 文 や 内 省 判 断 を そ の ま ま 利 用 す る こ と は 難 し い 。 

 そ こ で 、 今 回 は 刺 激 を 連 体 修 飾 節 と し た 。 日 本 語 の 連 体 修 飾 節 で は 、 主 名 詞

の 格 は 標 示 さ れ な い の で 、 た と え ば 「 格 標 示 の 誤 り 」 の よ う な 統 語 的 逸 脱 を 排

除 で き る た め で あ る 8。そ し て ( 4 )の よ う に［ ±人 間 ］の 整 合 ／ 不 整 合 を 検 証 す る 。  

 

( 4 )  a .      酔 っ た 医 者 （ ＜ 医 者 が 酔 っ た ）［ ＋ 人 間 ： 整 合 ］  

b .  ? ?  酔 っ た 皿 （ ＜ ? ?皿 が 酔 っ た ）   ［ － 人 間 ： 不 整 合 ］  

 

た だ し 、 主 節 述 部 で は 自 然 で も 連 体 修 飾 節 の 述 部 に 置 く と 不 自 然 に な っ て し ま

う 動 詞 も あ り 、 こ れ に よ り 「 い る 、 あ る 」 な ど は 排 除 さ れ る こ と に な る 。  

 

( 5 )   ? ?  い た 猫 、  ? ?  あ っ た 本 9  

 

 刺 激 文 に 連 体 修 飾 節 を 用 い る こ と は 、 格 標 示 に 起 因 す る 統 語 的 逸 脱 を 排 除 で

き る と い う 利 点 が あ る の だ が 、 次 の よ う な 点 に 注 意 す る 必 要 が あ る 。  

 

( 6 )   殺 し た 花 瓶 （ ＜ 花 瓶 で 殺 し た ）  

 

「 殺 す 」の 格 体 制 を 考 え れ ば 、主 名 詞 に モ ノ 名 詞 が 現 れ る こ と は 排 除 さ れ る は ず

だ が 、 道 具 デ 格 と 解 釈 す る こ と で モ ノ 名 詞 も 現 れ る 。 こ れ は 「 殺 し た 物 置 （ ＜

物 置 で 殺 し た ）」 な ど 場 所 デ 格 も 同 様 で あ る 。  

 こ の よ う な 観 点 か ら 、刺 激 文 の 連 体 修 飾 節 の 動 詞 句 に は［［ ＋ 人 間 ］ガ［ ＋ 人

間 ］ ヲ ／ ニ V］ と い う 格 体 制 を 取 る も の を 用 い た う え で 、 さ ら に は 道 具 デ 格 な

ど の 解 釈 が 不 可 能 な 動 詞 お よ び 名 詞 を 選 ぶ 必 要 が あ る 。  

 

2 . 2 . 語 彙 的 意 味 に 関 わ る 問 題  

 前 節 の よ う な 統 語 的 問 題 を 排 除 し た 後 も 、 次 の よ う な 語 彙 的 意 味 の 問 題 を 十

分 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。  

 

( 7 )  ? ?  掘 っ た 鮫  

                                                        
8こ れ に つ い て は「 連 体 修 飾 節 で は 項 構 造 に 関 連 す る 統 語 的 逸 脱 の 判 断 を 排 除 で き な い 。

『 N が V』 の よ う な 刺 激 の ほ う が 適 切 で は な い か 」 と い う 指 摘 が 想 定 さ れ る 。 今 回 の 実 験

で は 名 詞 の 意 味 範 疇 と 項 構 造 の 意 味 役 割 、 お よ び そ の 統 語 構 造 へ の 写 像 関 係 よ り も 、 表

層 の 統 語 的 要 素 に 起 因 す る 統 語 的 逸 脱 の 可 能 性 を 排 除 す る こ と に 主 眼 を 置 い た 。 た と え

ば 「 お 茶 が 酔 っ た 」 を 逸 脱 と 判 断 し た 場 合 、 こ れ が 原 因 ・ 理 由 を 表 す デ 格 句 に よ る 「 お

茶 で 酔 っ た 」 を 適 切 と す る も の の 統 語 的 逸 脱 （ 格 標 示 の 錯 誤 ） で あ る と 判 断 さ れ る 可 能

性 を 排 除 で き な い た め 、今 回 は 表 層 の 格 標 示 が 現 れ な い 例 と し て 連 体 修 飾 節 を 採 用 し た 。

今 後 、同 様 の 実 験 を 行 う 際 に は 慎 重 に 検 討 す べ き 観 点 で あ る こ と は 十 分 に 認 識 し て い る 。 
9場 所 ニ 句 を 伴 う （ 庭 に い た 猫 、 こ こ に あ っ た 本 ） な ど 、 何 ら か の 要 素 を 付 加 す る こ と

で 許 容 度 は あ が る 。 た だ し 、 刺 激 文 一 文 の 長 さ は 実 験 の 全 施 行 時 間 に 影 響 を 及 ぼ し 、 施

行 時 間 が 長 け れ ば 被 験 者 へ の 負 荷 が 増 す 。 本 実 験 で は 、 被 験 者 へ の 負 荷 に 伴 う 生 理 反 応

の 乱 れ を 回 避 す る た め に 、 で き る だ け 刺 激 文 を 短 く す る こ と を 優 先 し た 。  
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「 掘 る 」 は 動 作 主 を 要 求 し 、「 鮫 」 は 動 作 主 に な り う る ［ ＋ 有 生 ］ で あ る 。 し か

し 、 こ の 文 は 明 ら か に 許 容 さ れ な い 。 こ の 事 実 は 、 動 詞 と 名 詞 と の 意 味 的 整 合

性 に は 単 な る 有 生 性 と は 別 の レ ベ ル で の 語 彙 的 意 味（「 掘 る 」の 場 合 、た と え ば

道 具 と し て の 手 足 に 類 す る も の が 必 要 で あ る こ と な ど ） を 勘 案 す る 必 要 が あ る

こ と を 示 唆 し て い る 。 次 の 例 も 同 様 で あ る 。  

 

( 8 )  ? ?  割 れ た 医 者  

 

こ れ も 明 ら か に 文 法 性 が 低 い と 判 断 さ れ る が 、 そ の 非 文 性 が 有 生 性 に 起 因 す る

も の か ど う か は 慎 重 に 検 討 す る 必 要 が あ る 。「 割 れ る 」が［ 固 体 ］を 要 求 す る と

す る と（「｛ 氷 ／ *水 ｝が 割 れ る 」）、有 生 物 も［ ＋ 固 体 ］で あ る か ら 割 れ て も い い

は ず で あ る が 、そ の よ う に は 判 断 さ れ な い 。よ っ て 、「 割 れ た 人 」を 排 除 す る 要

因 は 別 に あ る と 考 え ら れ る 。こ の よ う に 考 え る と 、「 割 れ る 」と 整 合 す る 名 詞 は

無 生 以 上 の 詳 細 な 意 味 特 徴 を 有 し て い る 。  

 

( 9 )   割 れ た ｛ 皿 ／ 窓 ／ 卵 ／ ? ?車 ／ ? ?紙 ／ ?枝 ｝  

 

( 9 )を 見 る と 、「 割 る 」 に は 動 作 の 様 態 や 対 象 物 に 関 す る 語 彙 情 報 の 詳 細 な 指 定

が な さ れ て い る こ と が 窺 え る 。 ま た 、 モ ノ 名 詞 だ け を 考 え て も こ の よ う な 許 容

度 の 差 が あ る 以 上 、「 ? ?割 れ た 医 者 」が［ 有 生 ／ 無 生 ］の 対 立 に よ る も の で あ る

と た だ ち に 結 論 づ け る こ と は 早 計 で あ る と い う こ と に な る 。 ( 9 )を 見 る か ぎ り 、

［ 無 生 ］ は 「 割 れ た ＿ ＿ 」 に 整 合 す る 名 詞 の 十 分 条 件 と は 言 え な い か ら 、「 割 れ

た 人 」 の 適 格 で な い 理 由 を 「 医 者 」 が 有 生 物 で あ る こ と に 求 め る こ と は で き な

い 。 こ の よ う な 名 詞 句 と 動 詞 と の 意 味 的 整 合 性 の 問 題 は 実 験 言 語 学 的 方 法 に お

け る 刺 激 と し て は 簡 単 に は 解 決 で き な い 問 題 を 含 ん で い る 。 こ の こ と は ま た 、

意 味 範 疇 に ［ 具 象 物 ］ ＞ ［ 固 体 ］ ＞ ［ 有 生 ］ ＞ ［ 人 間 ］ の よ う な 包 摂 関 係 を 仮

定 す る こ と の 反 論 に な り う る こ と を 示 唆 し て い る 。  

 こ の よ う な 観 点 か ら 、［ ＋ 人 間 ］ が 整 合 せ ず 、 か つ 、［ － 人 間 ］ と 整 合 す る パ

タ ー ン ［ ×人 間 ／ ○ 無 生 ］ を 取 る 刺 激 は 有 生 性 の 文 法 性 関 与 の 証 拠 と し て は 十

分 で は な い と 判 断 さ れ る （ た だ し 、 実 験 に 必 要 な 「 ダ ミ ー 」 と し て 刺 激 群 に 含

め る こ と は 可 能 で あ る ）。 よ っ て 、「 ［ － 人 間 ］ で な け れ ば な ら な い 環 境 」 で は

な く 、「 ［ ＋ 人 間 ］ で な け れ ば な ら な い 環 境 」 を 精 査 す る こ と が 重 要 に な る が 、

［ ±人 間 ］が 文 法 性 判 断 に 関 与 し て い る こ と の 証 拠 と し て は こ れ で 十 分 で あ る と

考 え ら れ る 。  

 

2 . 3 . 文 脈 ・ 語 用 論 的 問 題  

 語 彙 的 な 意 味 の 指 定 に 起 因 す る 不 整 合 の ほ か に も 、 メ タ フ ァ ー に よ る 読 み 込

み な ど 、 文 脈 や 語 用 論 的 要 因 に よ る 影 響 が 想 定 さ れ る 。 ヒ ト 名 詞 を 主 名 詞 に し

た 意 味 的 逸 脱 の 例 文 を 作 成 し て も 解 釈 で き て し ま う 場 合 が 少 な く な い 。  

 

( 1 0 )   腐 っ た 人 、 枯 れ た 人  
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( 1 0 )の 例 は そ れ ぞ れ 、「 性 格・人 格 が 悪 質 で あ る 」「 欲 深 く な く 恬 淡 と し て い る 」

と い う よ う な 、 ヒ ト の 情 態 を 表 す メ タ フ ァ ー と し て 解 釈 さ れ う る 。 意 味 範 疇 の

文 法 性 関 与 の 検 証 に お い て は 、 こ の よ う な メ タ フ ァ ー 解 釈 に よ る 意 味 的 逸 脱 の

回 避 は 実 験 結 果 に 影 響 を 与 え る 。 し か し 、 メ タ フ ァ ー 解 釈 を 除 外 す る よ う に 被

験 者 に あ ら か じ め 指 示 す る こ と は 困 難 で あ る た め 、 こ の よ う な メ タ フ ァ ー 解 釈

が 不 可 能 な 刺 激 を 作 成 す る 必 要 が あ る 。 な お 、 文 脈 を 完 全 に 固 定 し て し ま う こ

と で 意 味 の 曖 昧 性 や メ タ フ ァ ー 解 釈 が 回 避 で き る こ と も 考 え ら れ る が 、 本 研 究

の よ う な 実 験 で は 、1 2 0 例 程 度 の 刺 激 1 0を 準 備 す る 必 要 が あ り 、そ の す べ て に つ

い て メ タ フ ァ ー 解 釈 を 許 さ な い 文 脈 を 想 定 す る こ と は 困 難 で あ る 。し た が っ て 、

メ タ フ ァ ー 解 釈 が 可 能 な 刺 激 を 文 脈 的 に コ ン ト ロ ー ル す る と い う 考 え 方 で は な

く 、 文 脈 自 由 の 状 況 で 語 用 論 的 ・ 文 脈 的 な 要 因 に よ る 逸 脱 の 回 避 が 生 じ に く い

刺 激 文 を 作 成 す る と い う 方 向 で 検 討 し た 1 1。  

 

2 . 4 . 作 成 さ れ た 刺 激 文  

 以 上 の 議 論 か ら 選 定 さ れ た 動 詞 と 主 名 詞 お よ び そ の 組 み 合 わ せ は 以 下 の 通 り

で あ る（ 表 １ 参 照 ）。「 ～ タ ＋ 名 詞 」と い う 形 で 、［ ＋ 人 間 ］と い う 意 味 範 疇 を 有

す る 主 名 詞 の 名 詞 に 対 し て 適 格 と な る 修 飾 部 の 動 詞 を タ 形 で 示 し た 。 主 名 詞 は

［ ±人 間 ］の 意 味 範 疇 と な る 名 詞 を そ れ ぞ れ 3 0 件 ず つ 1 2準 備 し た 。な お 、「 ～ タ 」

に よ る 修 飾 部 は 3～ 4 モ ー ラ に 、主 名 詞 は 2 モ ー ラ に な る よ う に 調 整 さ れ て い る
1 3。  

 

( 11 )動 詞 ：  

a .  ［ ＋ 人 間 ］と 整 合：焦 っ た 、甘 え た 、急 い だ 、怒 っ た 、悔 や ん だ 、  ぐ

れ た 、叱 っ た 、疲 れ た 、と ぼ け た 、泣 い た 、許 し た 、酔 っ た 、弱 っ た 、

詫 び た 、 わ め い た  

b .  ［ ＋ 人 間 ］ と 不 整 合 ： か び た 、 曇 っ た 、 削 れ た 、 さ び た 、 湿 っ た 、

煮 え た 、 濁 っ た 、 剥 が れ た 、 晴 れ た 、 ほ つ れ た 、 ほ ど け た 、 満 ち た 、

破 け た 、 割 れ た 、 く ぼ ん だ  

( 1 3 )  名 詞 ：  

a .［ ＋ 人 間 ］： 兄 、 姉 、 医 者 、 叔 父 、 叔 母 、 親 、 歌 手 、 祖 母 、 妻 、 母 、

パ パ 、 人 、 孫 、 嫁  

b .［ － 人 間 ］：石 、椅 子 、糸 、岩 、お 茶 、崖 、壁 、紙 、霧 、釘 、米 、皿 、

空 、月 、つ め 、鉄 、ド ア 、泥 、布 、パ ン 、紐 、服 、豆 、水 、餅 、屋 根 、

床 、 窓 、 芋 、 綿 、 帯  

                                                        
1 0日 本 脳 波 ・ 筋 電 図 学 会 （ 現 日 本 臨 床 神 経 生 理 学 会 ） で は 、 加 算 回 数 は E R P の 場 合 2 0

～ 5 0 回 が 推 奨 さ れ て い る 。 下 河 内 ( 1 9 9 7 )参 照 。 本 実 験 で は 、 そ の 回 数 と 被 験 者 へ の 負 担

を 考 慮 し 、 1 項 目 あ た り 3 0 回 と す る た め 、 各 項 目 3 0 件 ず つ 準 備 し 、 計 1 2 0 件 と な っ た 。 
1 1メ タ フ ァ ー 解 釈 の 可 否 に は 個 人 差 が あ り う る た め 、語 用 論 的 要 因 に よ る 影 響 は な お 残

る と 言 わ ざ る を え な い 。 た と え ば 、 本 稿 筆 者 は 「 錆 び た 人 」「 湿 っ た 人 」 か ら 人 格 の メ タ

フ ァ ー の 解 釈 は 得 ら れ な い が 、 被 験 者 の 判 断 が 異 な る 可 能 性 は 否 定 で き な い 。 別 の 方 策

に よ っ て 精 度 を 高 め る こ と が 可 能 か 、 課 題 の ひ と つ と し て 今 後 、 検 討 し た い 。  
1 2同 一 の 刺 激 を 与 え る と 被 験 者 が 予 測 し て し ま い 別 の 反 応 が 出 る 可 能 性 が あ る の で 、刺

激 は 全 て 異 な る 連 体 修 飾 節 と し た 。  
1 3モ ー ラ 数 の 調 整 は 、 同 時 期 に 行 っ た 聴 覚 刺 激 に よ る 実 験 の 制 約 に よ る 。  
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表 1： 分 析 資 料 1 4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        
1 4 2 . 2 節 で 述 べ た よ う に 、「 割 れ た 」 と 共 起 し た ［ ＋ 人 間 ］ の 主 名 詞 は ダ ミ ー 刺 激 で あ

る が 、 こ れ も 実 験 に 必 要 な 刺 激 群 の ひ と つ で あ る 。  

［ ＋ 人 間 ］ と 整 合  ［ － 人 間 ］ と 整 合  

名 詞 ：［ ＋ 人 間 ］ 名 詞 ：［ － 人 間 ］ 名 詞 ：［ ＋ 人 間 ］ 名 詞 ：［ － 人 間 ］

○ ［ +人 間 ］  ×［ － 人 間 ］  ×［ ＋ 人 間 ］  ○ ［ － 人 間 ］  

ぐ れ た  兄  ぐ れ た  皿  か び た  孫  か び た  餅  

泣 い た  孫  泣 い た  釘  さ び た  母  さ び た  釘  

酔 っ た  パ パ  酔 っ た  石  煮 え た  嫁  煮 え た  豆  

詫 び た  医 者  詫 び た  窓  晴 れ た  叔 母  晴 れ た  空  

焦 っ た  医 者  焦 っ た  米  満 ち た  姉  満 ち た  月  

甘 え た  孫  甘 え た  椅 子  割 れ た  医 者  割 れ た  皿  

急 い だ  母  急 い だ  岩  く ぼ ん だ 親  く ぼ ん だ  床  

怒 っ た  姉  怒 っ た  床  曇 っ た  孫  曇 っ た  窓  

悔 や ん だ  親  悔 や ん だ  岩  削 れ た  姉  削 れ た  石  

叱 っ た  親  叱 っ た  水  濁 っ た  孫  濁 っ た  水  

疲 れ た  親  疲 れ た  岩  湿 っ た  叔 母  湿 っ た  綿  

と ぼ け た  医 者  と ぼ け た  水  剥 が れ た 妻  剥 が れ た  つ め  

許 し た  親  許 し た  窓  ほ つ れ た 人  ほ つ れ た  糸  

弱 っ た  祖 母  弱 っ た  石  ほ ど け た 人  ほ ど け た  紐  

わ め い た  妻  わ め い た  床  破 け た  医 者  破 け た  服  

ぐ れ た  姉  ぐ れ た  ド ア  か び た  歌 手  か び た  パ ン  

泣 い た  妻  泣 い た  米  さ び た  妻  さ び た  鉄  

酔 っ た  兄  酔 っ た  岩  煮 え た  叔 母  煮 え た  芋  

詫 び た  親  詫 び た  ド ア  晴 れ た  叔 父  晴 れ た  霧  

焦 っ た  嫁  焦 っ た  泥  満 ち た  孫  満 ち た  水  

甘 え た  嫁  甘 え た  窓  割 れ た  姉  割 れ た  窓  

急 い だ  姉  急 い だ  泥  く ぼ ん だ 医 者  く ぼ ん だ  壁  

怒 っ た  パ パ  怒 っ た  椅 子  曇 っ た  親  曇 っ た  空  

悔 や ん だ  兄  悔 や ん だ  泥  削 れ た  パ パ  削 れ た  崖  

叱 っ た  パ パ  叱 っ た  岩  濁 っ た  嫁  濁 っ た  お 茶  

疲 れ た  パ パ  疲 れ た  石  湿 っ た  医 者  湿 っ た  布  

と ぼ け た  歌 手  と ぼ け た  釘  剥 が れ た 兄  剥 が れ た  屋 根  

許 し た  妻  許 し た  ド ア  ほ つ れ た 親  ほ つ れ た  紐  

弱 っ た  親  弱 っ た  岩  ほ ど け た 医 者  ほ ど け た  帯  

わ め い た  歌 手  わ め い た  水  破 け た  パ パ  破 け た  紙  
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3 . 実験の方法  

3 . 1 . 被 験 者  

 日 本 人 大 学 生 男 1 0 名 ・ 女 1 0 名 の 計 2 0 名 に ご 協 力 い た だ い た 。 平 均 年 齢 は

2 0 . 7 歳 （ ±0 . 8 8）、 利 き 手 は 全 員 右 利 き で あ る 。 実 験 は 、 2 0 0 6 年 9 月 と 2 0 0 7 年

8 月 に 行 っ た 。  

 

3 . 2 . 実 験 器 材  

 以 下 の 装 置 は 、筑 波 大 学 人 文 社 会 学 系 棟 B 6 1 3 音 声 実 験 室 に 設 置 さ れ て い る 。  

 増 幅 器 ： N E C 社 製 B I O TO P 6 R 1 2 型 。 フ ィ ル タ 0 . 5 H z～ 6 0 H z、 感 度 5 0μ V / f s。 

 加 算 器：キ ッ セ イ コ ム テ ッ ク 社 製 E P LY Z E RⅡ 。増 幅 器 か ら 、コ ン ピ ュ ー タ に

C O N T E C 社 製 A D 1 2 - 1 6 U（ P C I）E 型 A / D 変 換 ボ ー ド を 介 し て 接 続 し た 装 置 を 用

い た 。標 本 化 5 0 0 H z、プ レ ト リ ガ - 1 0 0 m s e c .、取 込 時 間 - 1 0 0～ 3 0 0 0 ms e c .、加 算 回

数 は 各 6 0 回 に 設 定 し た 。  

 電 極 の 配 置：国 際 1 0 - 2 0 法 に 従 っ た F 3、F 4、C 3、C 4、P 3、P 4、O 1、O 2、F 7、

F 8、 T 5、 T 6、 F z、 C z の 1 4 チ ャ ン ネ ル を 採 択 し た 。 電 極 の 装 着 は 、 E l e c t r o - C a p  

I n t e r n a t i o n a l 社 製 エ レ ク ト ロ キ ャ ッ プ E 1 - L を 被 験 者 の 頭 部 に か ぶ せ 、 同 社 製

e l e c t r o - g e l を 注 入 し て 行 な っ た 。  

 基 準 電 極 ： 耳 朶 、 同 側 耳 朶 法 。 ボ デ ィ ア ー ス ： F p z。  

 ト リ ガ ： 矩 形 波 に よ る デ ジ タ ル ト リ ガ 。  

 刺 激 発 生 装 置 ： C e d r u s 社 製 S u p e r  L a b o  P r o  v e r. 2 . 0 . 4。  

 刺 激 提 示 ： I I YA M A 社 製 1 9 L E 1 - B 型 デ ィ ス プ レ イ （ 1 9 イ ン チ ）。  

 

3 . 3 . 手 順  

3 . 3 . 1 . 指 示  

 被 験 者 に は 、 シ ー ル ド ル ー ム 内 に 入 室 後 、 安 楽 椅 子 に 着 席 し て も ら い 、 エ レ

ク ト ロ キ ャ ッ プ を 装 着 し た 。 そ の 後 、 デ ィ ス プ レ イ を 注 視 す る よ う に 指 示 し た

後 、「 今 か ら 連 体 修 飾 に な っ て い る 日 本 語 が 画 面 に 出 て き ま す 。出 て き た ら 頭 の

中 で 黙 読 し て 、 次 々 に 見 て い っ て く だ さ い 。」 と い う 指 示 を 与 え た 。  

 

3 . 3 . 2 施 行 時 間  

 施 行 時 間 は 、（ 修 飾 部 1 5 0 0 m s e c .＋ ト リ ガ 1 0 0 m s e c .＋ 被 修 飾 部 1 5 0 0 ms e c .＋ 提

示 間 隔 2 0 0 0 ms e c .） ×6 0 回 （ 加 算 回 数 ） ＝ 5 分 6 秒 と な る 。 こ の 5 分 6 秒 を 1

セ ッ ト と し て 2 セ ッ ト 行 な っ た 。 装 着 ・ 指 示 な ど の 準 備 時 間 と セ ッ ト 間 に 挟 む

歓 談 を 交 え た 休 憩 時 間 を 加 え る と 計 2 0～ 3 0 分 程 度 の 施 行 時 間 と な る 。  

  

3 . 3 . 3 刺 激 の 提 示 方 法  

 刺 激 は 表 1 に 示 し た 連 体 修 飾 節 1 5で あ る 。 被 験 者 と の 距 離 が 2 . 7 0 m と な る 位

置 に I I YA M A 社 製 1 9 L E 1 - B 型 デ ィ ス プ レ イ か ら 、先 に 連 体 修 飾 節 、次 い で 主 名

詞 の 順 で 1 6、 同 じ 語 が 重 複 し て 現 れ な い よ う に ラ ン ダ ム な 組 み 合 わ せ で 提 示 し

                                                        
1 5本 実 験 で は 被 験 者 に と っ て 読 み に く い と 判 断 し た「 詫 び た 」「 剥 が れ た 」「 崖 」に ル ビ

を ふ っ た 。  
1 6修 飾 部 と 主 名 詞 を 同 時 に 提 示 す る と 、被 験 者 に よ っ て 逸 脱 を 判 断 す る 処 理 時 間 の 誤 差
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た 。 サ イ ズ は 、 8 0 0×1 5 0 0 ピ ク セ ル で 背 景 が 白 の 画 面 中 央 に M S  U I  G o t h i c の フ

ォ ン ト を 用 い て 1 8 0 ポ イ ン ト で 書 か れ た 文 字 を 示 し 、デ ィ ス プ レ イ 上 で は 6 0 m m

×4 0～ 6 0 m m で 示 さ れ る 。  

 

3 . 3 . 4 解 析 方 法  

 再 加 算 編 集 お よ び 解 析 は 、キ ッ セ イ コ ム テ ッ ク 社 製 E P LY Z E RⅡ を 用 い た 。再

加 算 編 集 で 同 一 項 目 を ま と め 、 ア ー チ フ ァ ク ト を 除 去 す る 。 ア ー チ フ ァ ク ト が

な け れ ば 、各 項 目 に 対 し 3 0 回 分 の 加 算 波 形 が 得 ら れ る 。波 形 の 計 測 基 準 と し て 、

加 算 波 形 に お け る 3 0 0～ 6 0 0 m s e c .の 範 囲 内 で 反 応 し た 陰 性 波 が あ る か ど う か を

確 認 し た 。 反 応 が あ る 波 形 を 有 効 な デ ー タ と 解 釈 し 、 そ の 陰 性 波 に 対 す る ピ ー

ク 潜 時 お よ び ピ ー ク 電 圧 を 計 測 し た 。  

 

4 . 結果  

4 . 1 . ピ ー ク 潜 時 ・ ピ ー ク 電 圧 の 結 果  

 被 験 者 2 0 名 の う ち 、1 2 名 が 有 効 な デ ー タ で あ っ た 。前 ペ ー ジ 表 ２ に 1 2 名 分

の 結 果 を 示 す 。 ま た 、 前 頭 部 ・ 中 心 部 が 優 位 な 反 応 を 示 し て い た の で 、 以 下 、

F 3・ F 4・ C 3・ C 4・ F z・ C z の 計 測 値 の み を 示 す 。表 2 に ピ ー ク 潜 時 の 平 均 値（ 単

位 ： m s e c .） と ピ ー ク 電 圧 の 平 均 値 （ 単 位 ： μ V） を 示 す 。  

 

表 2： ピ ー ク 潜 時 （ 単 位 ： m s e c .） お よ び ピ ー ク 電 圧 （ 単 位 ： μ V） の 平 均 値  

 F 3  F 4  C 3  C 4  F z  C z  

◯ ［ ＋ 人 間 ］  
U p p e r Ti me  3 7 9 ( 6 1 . 4 ) 4 0 5 ( 6 0 . 9 ) 3 8 8 ( 7 5 . 3 ) 4 1 6 ( 8 3 . 8 )  3 9 9 ( 6 0 . 0 ) 4 0 6 ( 5 1 . 9 )

U p p e r Va l u e  4 . 0 4 ( 2 . 8 3 ) 3 . 9 1 ( 3 . 1 4 ) 3 . 4 1 ( 2 . 5 6 ) 3 . 7 0 ( 2 . 0 3 )  4 . 9 5 ( 3 . 6 7 ) 3 . 5 5 ( 2 . 9 8 )

×［ － 人 間 ］  
U p p e r Ti me  3 6 7 ( 5 8 . 0 ) 3 6 5 ( 6 0 . 8 ) 3 8 3 ( 7 2 . 0 ) 3 7 3 ( 7 6 . 5 )  3 7 2 ( 7 3 . 3 ) 3 7 1 ( 5 6 . 1 )

U p p e r Va l u e  5 . 3 7 ( 2 . 6 4 ) 5 . 6 3 ( 3 . 7 6 ) 5 . 5 1 ( 2 . 9 5 ) 5 . 1 6 ( 3 . 0 1 )  6 . 6 4 ( 3 . 2 9 ) 6 . 0 6 ( 3 . 8 1 )

×［ ＋ 人 間 ］  
U p p e r Ti me  4 1 7 ( 6 4 . 6 ) 4 0 9 ( 6 4 . 5 ) 4 1 3 ( 9 0 . 6 ) 4 0 7 ( 7 4 . 7 )  3 9 6 ( 7 4 . 8 ) 4 0 4 ( 6 8 . 5 )

U p p e r Va l u e  4 . 6 8 ( 2 . 2 2 ) 4 . 6 6 ( 2 . 4 6 ) 4 . 1 6 ( 1 . 7 5 ) 3 . 9 0 ( 1 . 8 8 )  5 . 0 8 ( 2 . 0 9 ) 4 . 5 0 ( 2 . 3 7 )

◯ ［ － 人 間 ］  
U p p e r Ti me  3 9 8 ( 7 4 . 4 ) 3 8 2 ( 6 7 . 7 ) 3 8 4 ( 5 4 . 7 ) 4 0 4 ( 8 8 . 6 )  3 9 5 ( 6 8 . 0 ) 3 8 8 ( 6 7 . 5 )

U p p e r Va l u e  5 . 4 2 ( 3 . 1 6 ) 5 . 4 4 ( 2 . 6 1 ) 4 . 6 4 ( 2 . 7 3 ) 4 . 8 2 ( 2 . 2 3 )  4 . 9 6 ( 3 . 4 6 ) 5 . 0 3 ( 3 . 5 4 )

 （ 数 値 は 平 均 値 、（ ） 内 は 標 準 偏 差 ）  

 

4 . 2 . 統 計 に よ る 検 定 結 果  

○ ［ ＋ 人 間 ］ と ×［ － 人 間 ］ の 群 、 お よ び ×［ ＋ 人 間 ］ と ○ ［ － 人 間 ］ の 群 の

ピ ー ク 電 圧 に お い て 、 t 検 定 に お け る 有 意 水 準 5 %、片 側 検 定 で 検 出 し た 。そ の

結 果 、 ×［ － 人 間 ］ が 逸 脱 に な る 場 合 の み に お い て 、 C 3（ 左 中 心 部 ） の 部 位 で

有 意 差 が 析 出 さ れ た 。  

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                     
が 大 き く な っ て し ま う 。 そ れ に 対 す る 対 策 と し て 、 主 名 詞 の 提 示 を 刺 激 開 始 時 間 と し て

設 定 し て 条 件 を コ ン ト ロ ー ル し 、 N 4 0 0 成 分 の 潜 時 の 誤 差 を 狭 め て い る 。  
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表 3： 各 部 位 ご と の t 検 定 に よ る 検 定 結 果  

○ ［ ＋ 人 間 ］ と ×［ － 人 間 ］  ×［ ＋ 人 間 ］ と ○ ［ － 人 間 ］  

部 位  検 定 結 果  部 位  検 定 結 果  

F 3  t = - 1 . 1 9 ,  d f = 11 ,  n s  F 3  t = - 0 . 6 7 ,  d f = 11 ,  n s  

F 4  t = - 1 . 2 2 ,  d f = 11 ,  n s  F 4  t = - 0 . 7 5 ,  d f = 11 ,  n s  

F z  t = - 1 . 1 9 ,  d f = 11 ,  n s  F z  t =  0 . 11 ,  d f = 11 ,  n s   

C 3  t = - 1 . 8 6 ,  d f = 11 ,  p < 0 . 0 5  C 3  t = - 0 . 5 1 ,  d f = 11 ,  n s  

C 4  t = - 1 . 4 0 ,  d f = 11 ,  n s  C 4  t = - 1 . 0 8 ,  d f = 11 ,  n s   

C z  t = - 1 . 6 9 ,  d f = 11 ,  n s  C z  t = - 0 . 4 3 ,  d f = 11 ,  n s  

 

4 . 3 . ERP 成 分 の 波 形 表 示  

 C 3 に お け る 1 2 名 分 の グ ラ ン ド ア ベ レ ー ジ に よ る 波 形 を 図 1 と し て 示 す 。  

 

図 １ ： グ ラ ン ド ア ベ レ ー ジ に よ る N 4 0 0 成 分 の 結 果 （ 部 位 ： C 3）  

（ ○ ［ ＋ 人 間 ］ に 対 す る ×［ － 人 間 ］ の 差 が 最 大 で 、  

×［ ＋ 人 間 ］ と ○ ［ － 人 間 ］ と の 間 に は 差 が な い こ と が 目 視 で き る 。）  

 

5 . 考察  

5 . 1 . 意 味 逸 脱 に 対 す る ERP 成 分  

 意 味 逸 脱 に 対 し て 相 対 的 に 大 き く 出 現 す る と さ れ る N 4 0 0 成 分 の 電 圧 は 、 本

実 験 で は 多 く の 被 験 者 に お い て 刺 激 開 始 後 3 5 0～ 4 5 0 ms e c .の 範 囲 で ピ ー ク 電 圧

×［ -人 間 ］

○［ +人 間 ］

○ ［ -人 間 ］ 

×［ +人 間 ］ 
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と な っ た 。 K u t a s  a n d  H i l l y a r d（ 1 9 8 0） 以 来 、 意 味 的 逸 脱 に 対 し て 出 現 す る 成 分

波 形 を N 4 0 0 成 分 と 呼 ん で い る が 、 こ れ ま で の 実 験 結 果 で は 必 ず し も 4 0 0 m s e c .

台 に 出 現 し て い る と は い え な い 場 合 も あ り 1 7、結 果 に 応 じ た 波 形 成 分 の 名 称（ 例

え ば 、 I t o  e t  a l .（ 2 0 0 1） に お け る N 3 3 0） を つ け て い る 研 究 も み ら れ る 。 一 方 、

福 盛（ 2 0 0 3 ,  2 0 0 6 b）に み ら れ る よ う に 、あ る 程 度 幅 を 持 っ て 出 現 す る 成 分 に 対

し て 、そ の 幅 を 考 慮 し て N 5 0 0 - 6 0 0 成 分 1 8と す る 考 え 方 も あ る 。本 稿 で は 、意 味

逸 脱 に 対 し て 相 対 的 に 大 き く 出 現 し た 陰 性 波 が 4 0 0 ms e c .近 傍 に 収 束 し て い る こ

と か ら N 4 0 0 成 分 と み な し 、 以 下 の 議 論 を 進 め る 。  

 

5 . 2 . 文 法 性 に 関 与 す る 意 味 的 制 約 と し て の ［ ±人 間 ］  

 前 節 で 示 し た 検 定 結 果 か ら わ か る こ と は 次 の 点 で あ る 。 第 一 に ［ － 人 間 ］ が

逸 脱 に な る ケ ー ス に お い て 有 意 差 が 検 出 さ れ た こ と は 、［ ±人 間 ］と い う 意 味 範

疇 が 単 な る 文 法 論 上 の 仮 構 物 で は な く 、 文 の 文 法 性 に 関 与 す る 意 味 的 制 約 と し

て 機 能 し て い る こ と を 示 し て お り 、 文 法 性 に お け る 有 界 性 の 関 与 が 脳 科 学 的 に

確 認 さ れ た こ と に な る 。  

 第 二 に 、［ ＋ 人 間 ］ま た は［ － 人 間 ］が 意 味 的 逸 脱 を 示 す 場 合 、有 意 差 が 検 出

さ れ た の は 今 回 の 実 験 で は［ － 人 間 ］の 逸 脱 の み で あ り 、［ ＋ 人 間 ］の 意 味 的 逸

脱 が 予 測 さ れ る 環 境 に お い て は 有 意 差 が 検 出 さ れ な か っ た 。 つ ま り 、 意 味 的 逸

脱 と し て は 同 じ 反 応 が 予 測 さ れ る 条 件 に お い て 、「［ 人 間 ］で な け れ ば な ら な い 」

と「［ 人 間 ］で あ っ て は な ら な い 」と い う ２ 種 類 の 逸 脱 の 間 に 差 違 が 見 ら れ た こ

と に な り 、文 法 性 判 断 に お い て 、「［ 人 間 ］で な け れ ば な ら な い 」と い う 制 約 の

ほ う が 強 い 制 約 と し て 働 い て い る （ 逸 脱 す れ ば 有 意 に 検 出 さ れ る ） こ と を 示 し

て い る と 解 釈 で き る 1 9。 こ の こ と は ［ ±人 間 ］ と い う の は 単 な る 二 値 的 対 立 を

も つ 範 疇 で は な く 、 非 対 称 的 概 念 で あ る こ と を 示 唆 し て い る 2 0。 つ ま り 、 ±の

二 値 的 対 立 の よ う に 表 記 さ れ た と し て も 、 文 法 性 判 断 に 関 与 す る 意 味 制 約 と し

て は「［ ＋ 人 間 ］で な け れ ば な ら な い 」と い う 制 約 と し て 機 能 し て い る と 考 え る

こ と が で き る 。  

 こ れ は た と え ば C o mr i e（ 1 9 8 1 : 1 8 5） に お い て 、 有 生 性 を ［ 人 間 ＞ 動 物 ＞ 無 生

物 ］ の よ う な 上 下 関 係 を も っ た 体 系 と 定 義 し て い る こ と の 妥 当 性 を 裏 づ け る も

の と 考 え ら れ る 。 本 稿 の 実 験 で は 、 そ の う ち の ［ 人 間 ］ が 日 本 語 の 文 法 性 判 断

に 関 与 し て い る と い う こ と が 、 脳 科 学 的 に わ ず か な が ら で は あ る も の の 実 証 さ

れ た と い う こ と で あ る 。  

                                                        
1 7 1 . 2 節 注 5 参 照 。  
1 8「 N 5 0 0 - 6 0 0（ エ ヌ ゴ ロ ッ ピ ャ ク ） 成 分 」 と い う 命 名 は 、 福 盛 ( 2 0 0 3 )に よ る 。  
1 9 [＋ 人 間 ]に お け る 意 味 的 逸 脱 に 対 し て 、脳 科 学 的 実 在 が な い と 主 張 し て い る わ け で は

な い 。 [＋ 人 間 ]と [－ 人 間 ]と の 間 の 質 的 な 差 は 、 E R P に よ る 解 析 か ら 結 果 を 得 る こ と が で

き た が 、[＋ 人 間 ]に お け る 意 味 的 逸 脱 の 詳 細 は 現 状 の 分 析 法 で は 未 知 の 部 分 が 残 さ れ て い

る と い う こ と で あ る 。 こ の 点 は 、 現 時 点 で の 器 材 の 限 界 を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 器 材 ・

分 析 法 の 進 展 に 伴 い 、 新 た な 展 開 が み ら れ る 可 能 性 が あ る 。 実 験 言 語 学 的 方 法 は 技 術 の

進 展 に 依 存 す る と こ ろ が 大 き く 、[＋ 人 間 ]に お け る 意 味 的 逸 脱 の 詳 細 な 検 証 は 今 後 の 課 題

と な る 。  
2 0本 稿 で 用 い る［ ±人 間 ］と い う 素 性 の 対 立 お よ び 実 験 結 果 の 有 意 差 は い わ ゆ る 有 標 性

と は 直 接 関 係 し な い 。［ － 人 間 ］と は ヒ ト 名 詞 と し て 無 標 で あ る こ と を 意 味 す る の で は な

く 、 弁 別 的 特 徴 と し て 「［ 人 間 ］ を 表 さ な い こ と 」 を 意 味 す る 。 よ っ て 、「 ［ － 人 間 ］ の

逸 脱 」 と は 「 本 来 ［ ＋ 人 間 ］ で な け れ ば な ら な い 環 境 に お い て ［ － 人 間 ］ が 現 れ た こ と



井本 亮・福盛 貴弘 

 50

 

6 . おわりに  

本 稿 の 結 論 は 次 の よ う に ま と め ら れ る 。  

 

( 1 5 )  2 0 名 の 日 本 人 被 験 者 の う ち 1 2 名 で 、 意 味 範 疇 ［ ＋ 人 間 ］ が 整 合 的 と 予

測 さ れ る 環 境 に お け る ［ － 人 間 ］ の 出 現 に つ い て 、 意 味 逸 脱 に 対 し て 相

対 的 に 大 き く 出 現 す る E R P 成 分 と し て の N 4 0 0 成 分 が C 3（ 左 中 心 部 ）で

検 出 で き た 。  

( 1 6 )  意 味 範 疇［ ±人 間 ］が 文 法 性 判 断 に 関 与 し て い る と い う こ と は 文 法 論 的

な 理 論 的 仮 構 物 で は な く 、脳 科 学 的 実 在 と し て 認 め ら れ る 。ま た 、［ ±人

間 ］と い う 意 味 範 疇 は ＋ ／ － の 二 値 的 対 立 で は な く 、［ ＋ 人 間 ］が よ り 卓

立 的 特 徴 を 持 つ 、 非 対 称 的 素 性 で あ る と 解 釈 さ れ る 。  

 

本 稿 は 意 味 論 的 概 念 で あ る 意 味 範 疇 に つ い て 、 実 験 言 語 学 的 方 法 論 に よ っ て

そ の 文 法 性 へ の 関 与 の 実 在 性 を 検 証 す る と い う 試 み で あ っ た 。 こ れ に 類 す る 研

究 の 蓄 積 は ま だ 少 な く 、 刺 激 の 作 成 に 関 す る 方 法 論 的 問 題 お よ び 検 証 す べ き 文

法 概 念 ・ 言 語 現 象 の 策 定 な ど に つ い て は 論 じ る べ き 課 題 を 残 し て い る と 思 わ れ

る 。 本 稿 で 示 し た よ う に 、 実 験 言 語 学 的 研 究 に お け る 適 切 な 刺 激 の 作 成 に は 日

本 語 文 法 研 究 の 知 見 を い か し た 慎 重 な 検 討 が 不 可 欠 で あ る 。 今 後 は 、 本 稿 の 分

析 手 法 お よ び 実 験 結 果 を ひ と つ の 叩 き 台 と し て 、 さ ら に 現 象 精 査 ・ 実 験 方 法 の

改 良 を 進 め た い 。  
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An Experimental Approach to the Animacy: 

ERP Evidence for Semantic Restriction 

 

Ryo IMOTO †  and Takahiro  FUKUMORI † †  
 

T h e  p u r p o s e  o f  t h i s  p a p e r  i s  t o  e x a mi n e  t h e  i n v o l v e me n t  o f  t h e  s e ma n t i c  

c a t e g o r y  “ a n i ma c y ”  i n  t h e  g r a m m a t i c a l i t y  o f  J a p a n e s e .  T h i s  s t u d y  w a s  d e s i g n e d  t o  

e l i c i t  E R P b y  u s i n g  s e ma n t i c a l l y  i n c o mp a t i b l e  p h r a s e s .  S i x t y  a d n o mi n a l  

c o n s t r u c t i o n s  s u c h  a s  y o t t a  i s h i  “ d r u n k e n  s t o n e ”  w e r e  v i s u a l l y  p r e s e n t e d  t o  t w e n t y  

r i g h t - h a n d e d  u n d e rg r a d u a t e s .  T h e  r e s u l t s  w e r e  a s  f o l l o w s :  

( 1 )  W h e n  t w e l v e  o f  t w e n t y  s u b j e c t s  l o o k e d  a t  t h e  i n c o mp a t i b l e  p h r a s e s  w h i c h  

i n v o l v e d  t h e  s e ma n t i c  c a t e g o r y  [ - H u ma n ] ,  t h e  p e a k  l a t e n c i e s  o f  n e g a t i v e  w a v e s  

a p p e a r e d  a r o u n d  3 5 0  t o  4 5 0 m s e c .  a n d  w e r e  t h u s  c o n s i d e r e d  t o  b e  a n  N 4 0 0  

c o mp o n e n t .   

( 2 )  T h e  i n c o mp a t i b l e  p h r a s e s  w h i c h  i n v o l v e d  t h e  s e ma n t i c  c a t e g o r y  [ - H u ma n ]  

w e r e  mo r e  n u me r o u s  t h a n  t h e  c o mp a t i b l e  p h r a s e s  w h i c h  i n v o l v e d  t h e  s e ma n t i c  

c a t e g o r y  [ + H u ma n ] .  

( 3 )  T h e  f a c t  t h a t  t h e  s e ma n t i c  c a t e g o r y  [ H u ma n ]  p l a y s  a  c e r t a i n  r o l e  i n  J a p a n e s e  

g r a m m a r  i s  p r o v e n  i n  b r a i n - s c i e n t i f i c  r e a l i t y.   

( 4 )  T h e  s e m a n t i c  c a t e g o r y  [ H u m a n ]  i s  n o t  a  s i mp l e  b i - v a l u e  c a t e g o r y ;  [ + H u ma n ]  

i s  a  s u p e r i o r  f e a t u r e  t o  [ - H u ma n ]  i n  t e r ms  o f  t h e  s e m a n t i c  r e s t r i c t i o n .  
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